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序 文

日本国政府は、ラオス国政府の要請に基づき、鉱業分野投資促進のための地質･鉱物

資源情報整備計画調査を実施することを決定し、独立行政法人国際協力機構がこの調査

を実施いたしました。

当機構は、平成 18 年 3 月から平成 20 年 10 月までの間、8 回にわたり三菱マテリア

ルテクノ株式会社の柴田芳彰氏を団長とし、同社及び国際航業株式会社から構成される

調査団を現地に派遣いたしました。

調査団は、ラオス国政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地調

査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好・親善の一層の発展に

役立つことを願うものです。

終わりに、調査にご協力とご支援を戴いた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。

平成 20 年 10 月

独 立 行 政 法 人

国 際 協 力 機 構

理事 永塚 誠一



伝 達 状

独立行政法人 国際協力機構

理事 永塚 誠一 殿

今般、ラオス国鉱業分野投資促進のための地質･鉱物資源情報整備計画調査に関わる最終
報告書をここに提出いたします。

ラオス国においては金・銀・銅・鉛・亜鉛・鉄という鉱物資源について豊富な埋蔵量が

期待されており、鉱物資源開発は将来の貴重な外貨収入源となりうる産業です。しかしな

がら、国内の埋蔵鉱物資源に関する詳細な情報が十分に整備されておらず、また法制度整
備も不十分であるため、これらが鉱業分野への投資の障害になっております。

本調査は、鉱業分野に対する投資を増やすためにラオス国の地質・鉱物資源に関する情

報を整備し、その情報を国内外に広く公開するとともに、鉱物資源開発に関して主要な役
割を担うエネルギー鉱山省の地質局および鉱山局の能力強化を図ることを主目的に、平成

18 年 3 月から平成 20 年 10 月まで実施いたしました。本調査で整備した地質・鉱物資源情
報が今後の資源探査・開発に大いに活用され、教育・指導を受けた各専門分野の技術者が

組織の能力向上に大いに貢献することを期待します。

調査期間中に多大なご支援、ご協力を賜った貴機構、経済産業省、外務省および在ラオ
ス国日本大使館、貴機構ラオス事務所の関係各位、さらにラオス国のエネルギー鉱山省、

地質局、鉱山局の関係各位に対して、心より感謝の意を表します。

本調査の一連の成果が、ラオス国の鉱業分野の発展に貢献するとともに、日本とラオス
国両国の友好と親善の一層の発展に寄与することを切に願います。

平成 20年 10 月

ラオス国鉱業分野投資促進のための地

質･鉱物資源情報整備計画調査団
団長 柴田 芳彰
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第 1 章 序論

1.1 はじめに

本レポートは、「ラオス国鉱業分野投資促進のための地質・鉱物資源情報計画調査」の調
査結果をとりまとめたものである。本調査は、ラオス国（以下「ラ」国）における鉱業分野

への民間資本による投資を促進するために鉱物資源の情報整備を行うための「ラ」国と日本

国の国際協力プロジェクトである。

1.2 調査の背景

「ラ｣国においては金・銀・銅・鉛・亜鉛・鉄という鉱物資源について豊富な埋蔵量が期

待されており、鉱物資源開発は将来の貴重な外貨収入源となりうる産業である。｢ラ｣国では
鉱物資源開発の管理についてはエネルギー鉱山省（Ministry of Energy and Mines：MEM）に

属する地質局（Department of Geology：DGEO）と鉱山局（Department of Mines：DOM）の所

掌であるが、国内の埋蔵鉱物資源に関する詳細な情報が十分に整備されておらず、また法制
度整備も不十分であり、地質局および鉱山局の体制も民間投資による鉱山開発を管理・監督

する機関として十分には確立されていないのが現状である。

｢ラ｣国の鉱業分野への民間資本による投資を今後促進するためには、地質局および鉱山局
が主体となり民間投資の円滑な受入に必要な制度、体制および関連する鉱物資源情報を整備

する必要がある。また鉱山開発を進める上では環境を考慮した開発計画の管理も必要となる。
このような背景から、「ラ｣国政府は鉱業分野に対する国内外からの投資を促すために鉱物

資源の情報を整備することを重点とした開発調査の実施を必要としたものである。

1.3 調査の目的

本調査は、鉱業分野に対する投資を増やすために｢ラ｣国の地質・鉱物資源に関する情報を
整備し、その情報を国内外に広く公開するとともに、鉱物資源開発に関して主要な役割を担

うエネルギー鉱山省の地質局（DGEO）と鉱山局（DOM）の能力強化を図ることを主目的と
している。具体的な目的は次に示すとおりである。

① 1／100万の地質および鉱物資源図のリバイス。

② 地質調査の実施と1／20万の地質および鉱物資源図の作成。

③ 鉱業に関する情報のGlSデｰタベｰスでの管理と公開。

④ 以上の活動を維持するための人材育成。

1.4 調査対象地域

調査対象地域は「ラ」国全土である。鉱物資源情報整備のための｢重点地質調査地域｣は南

部のアタプ地域で、その範囲は東西約 160km×南北 80km であり、アタプ県、チャンパサッ

ク県およびセコン県を含む。

1.5 参加機関

本調査のステアリング・コミティーのメンバーは、次の 3つの機関である。

地質局（DGEO）
鉱山局（DOM）

エネルギー鉱山省（MEM）

1.6 調査計画

図 1.6.1に本調査の全体工程を示す。調査は以下の 4つの年次から構成されている。
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* : 2005 年度 (第 1 年次)

図 1.6.1 調査の全体工程

1.7 調査の概要

1.7.1 事前準備作業（2006年 3月）

第 1 年次の業務として 2006 年 3 月に国内において事前準備作業を行った。実施した業務
の内容は以下の通りである。

地質関連資料の収集、整理および検討

調査全般の基本方針、内容および方法の検討

第 1次現地調査の準備

インセプション・レポートの検討

1.7.2 第 1次現地調査（2006年 5月～6月）

第 1 年次現地調査では、まず調査団が日本で作成したインセプション・レポートに基づい

た調査計画を MEM および DGM（現 DGEOおよび DOM）に説明し、この内容について合

意した。インセプション・レポートについての協議の議事録は添付資料のとおりである（付
属資料 1）。また、本調査を DGM（現 DGEOおよび DOM）関係者に広く知ってもらうため

に、調査団は 6月 5日に第 1回ワークショップを開催した。このワークショップでは調査内

容を詳しく説明するとともに、関連する技術についての紹介を行った。

国内準備作業 第 1次国内作業 第 2次国内作業 第 3次国内作業 第 4次国内作業

第 3次現地調査

第 4次現地調査 第 5次現地調査 第 6次現地調査 第 8次現地調査第 2次現地調査第 1次現地調査

Ic/R Pro/R It/R Df/R F/R

PDAC総会参加 現地ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

第 7次現地調査（PDAC総会参加）

本邦調査結果報告会ﾟ
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引き続き調査団は、DGM（現 DGEOおよび DOM）の組織・人要・能力の把握、GISおよ

び化学分析に関する機材等の把握、地質資料等の収集、世界銀行が実施中の「Sector Plan for
Sustainable Development of the Mining Sector in the Lao P.D.R.」についての情報収集を実施した。

さらに、DGM（現 DGEOおよび DOM）と MEMによる協議の結果、重点地質調査を実施
する地域が南部のアタプ地域に決定したことから、この地域の地質巡検と情報収集を実施し

た。

1.7.3 第 2次現地調査（2006年 9月～12月）

第 2次現地調査では、以下のような調査を実施した。

重点地質調査地域（アタプ地域）における 1/20 万地質図および鉱物資源図を作成す

るための地質地調査

1/100万地質図および鉱物資源図を改訂するための地質・鉱物資源情報の収集・検討

GISデータベースの構築および既存情報の取り込みと C/Pへの技術移転

化学分析のための資機材の準備と C/Pへの技術移転

C/P への技術移転に関しては、10 月 4日～5日に DGEOおよび DOM の地質技術者に対し

て地質関連技術の講習会、11月 1日～17日には GISに関係している技術者に対する ArcGIS
ソフトウェアの講習会を実施した。

1.7.4 第 3次現地調査（2007年 1月～3月）

第 3次現地調査では、以下のような調査を実施した。

アタプ地域における 1/20万地質図および鉱物資源図を作成するための地質地調査

1/100万地質図および鉱物資源図を改訂するための地質・鉱物資源情報の収集・検討

化学分析（鉱石分析）の実施

1.7.5 第 4次現地調査（2007年 6月～7月）

第 4次現地調査では、以下のような調査を実施した。

Webサイトの更新データの検討および新規作成図面とそのレイアウトの検討

アタプ地域の 1/20万地質図および鉱物資源図の作成

ポテンシャルの高い鉱徴地抽出のための検討

化学分析（鉱石分析）の実施および C/Pへの技術移転

1.7.6 第 1次国内作業（2007年 10月）

第 1次国内作業では、ポテンシャルの高い鉱徴地の選出を行った。

1.7.7 第 5次現地調査（2007年 10月～12月）

第 5次現地調査では、以下のような調査を実施した。

アタプ地域の 1/20万地質図および鉱物資源図の作成

ベトナム調査団との地質データの情報交換および隣接地の地質マッピングの検討

選出した鉱徴地の詳細地質調査

化学分析（鉱石分析）の実施

選出した鉱徴地の 1/1万地質図および鉱物資源図の作成

1/100万地質図および鉱物資源図を改訂するための地質・鉱物資源情報の収集・検討

GISデータベースへの既存および新規データの取り込み
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1.7.8 第 2次国内作業（2007年 12月）

第 2次国内作業では、インセプションレポートの作成を行った。

1.7.9 第 6次現地調査（2008年 1月～年 3月）

第 6次現地調査では、以下のような調査を実施した。

インテリムレポート（It/R）の説明および協議

ポテンシャルの高い鉱徴地の詳細地質調査の実施

鉱徴地の 1/1万地質図および鉱物資源図の作成

試料の化学分析

GISデータベースへの取り込み

地質鉱物資源情報を発信するためのホームページの検討

国際セミナー(PDAC総会)発表の準備

1.7.10 第 7次現地調査（2008年 3月）

第 7次現地調査では、カナダでの国際セミナー(PDAC総会)に参加し、発表を行った。

1.7.11 第 3次国内作業（2008年 5月）

第 3 次国内作業では、ドラフトファイナルレポートを作成するために、1/20 万地質図のデ

ジタイズやその説明書の作成を行った。

1.7.12 第 8次現地調査（2008年 6月～8月）

第 8次現地調査では、以下のような調査を実施した。

1/100万、1/20万、1/1万の地質図・鉱物資源図の完成

第六次現地調査で得られた試料の化学分析ならびにカウンターパートへの技術移転

第六次現地調査で得られた情報の GISデータベースへの取り込み

地質鉱物資源情報を発信するためのホームページの作成

ドラフトファイナルレポートの作成および協議

現地ワークショップの準備ならびに開催

1.7.13 第 4次国内作業（2008年 9月）

第 4 次国内作業では、ファイナルレポートの作成を行うとともに本邦調査結果報告会にお

いて本調査の結果報告を行った。

1.8 調査遂行時における主要課題

調査の遂行にあたって顕在化した問題点や課題は、以下のとおりである。

DGEO および DOM には 30 人の地質技術者がいるが、地質の専門知識を有し、地質
調査を行える技術者は極めて限られている。

地質調査対象地域であるアタプ地域は、低地も広く分布し、東部はアクセスの悪い開

発されていない山地であることから、雨季には河川の水位上昇や氾濫の影響等で道路
事情が悪くなる。このため雨季の調査は非効率であり、雨季明け後もしばらくは調査

地域が制限される。

人員不足などにより、地質・鉱物資源関係の図書、図面、データが DGEO および
DOM内で十分に共有・管理されておらず、情報の収集・入手に時間を要する。
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DGEO内の予算不足により、化学分析の機器、物品の老朽化や不足が顕著であり、分

析できる項目および成分が非常に限られており、精度管理も十分ではなく、処理でき
る件数も限られている。

GIS データの作成、管理のためのコンピュータ関連機器およびソフトについても、化
学分析部門と同様に予算不足により機器の老朽化が進んでおり、ソフトの整備も遅れ

ている。このため、データベースの整備が限られた範囲にとどまっている。

1.9 調査関係者等

本調査関係者およびステアリングコミッティーメンバーは表 1.9.1、1.9.2 に示すとおりで

ある。

表 1.9.1 調査メンバーリスト

Name Assignment
<JICA>
Mr. Satoshi Kobayashi
Mr. Sota Sekine
<GSJ, AIST>
Dr. Yasushi Watanabe

Staff / JICA Headquarter
Assistant Resident Representative

Adviser to StudyTeam
<JICA Study Team>
Mr. Yoshiaki Shibata
Mr. Motomu Goto
Mr. Yoshimitsu Negishi
Ms. Yasuko Kamegai
Ms. Chiyo Kigasawa
Mr. Masayuki Shirai
Mr. Masami Sugita
Mr. Kazuyasu Tsuda

Team leader
Geological Mapping
Evaluation of Mineral Resources
Geochemical Analysis
GIS Databese Preparation
Evaluation of Information for Mining Investment
Construction of GIS Databese
Coordinator

<C/P Staff>
Mr. Khampha Phommakaysone
Mr. Sixomxeum Duangsurigna
Mr. Siphandone Vilayhack
Mr. Sisaad Phomkenthao
Mr. Amkha Voravong
Mr. Phonetalome Vilaysan
Mr. Thavone Khounchanthida
Mr. Boualay Saatsy
Ms. Phengsy Sirithongdy
Mr. Soubinh Siphandone
Mr. Phonephet Chounlamonty
Mr. Inpong Homsombath
Mr. Chantala Keohavong
Mr. Kuangnuvong Thepvongsa
Ms. Vannapha Phommachanh

Team Leader
Geological Mapping
Geological Mapping
Geological Mapping
Geological Mapping
Geological Mapping
Geological Mapping
Geochemical Analysis
Geochemical Analysis
Geochemical Analysis
Sample Preparation
GIS Databese Preparation
GIS Databese Preparation
GIS Databese Preparation
GIS Databese Preparation

表 1.9.2 ステアリングコミッティーメンバーリスト

Name Assignment
<Ministry of Energy and Mines>
Dr. Bountheung Phengthavongsa Deputy Director of the Cabinet of Ministry of E / M
<Department of Geology>
Mr. Chansone Senebouttalath
Ms. Chansavath Boupha
Mr. Oudom Phommachanh

Director General
Deputy Director General,
Director of Geological Information Division,

<Department of Mines>
Mr. Thongphath Inthavong
Dr. Simone Phichit

Director General
Deputy Director General
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第 2 章 鉱業活動の現状把握
2.1 はじめに

この章では「ラ｣国における鉱業活動の現状について述べる。最近の金属価格の高騰から、
「ラ｣国においても鉱業部門からの国家収入が格段と増加しており、鉱業への関心が高まっ

ている。ここで使用したデータは、地質局（DGEO）および鉱山局（DOM）で収集した情報

のほか、国連による 1999年の「Integrated Assessment and Development of Mineral Resources in
the Greater Mekong Subregion」報告書、日本の独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機

構（JOGMEC）が 2005 年にまとめた「資源開発環境調査 ラオス人民民主共和国」報告書、

2006年に実施された世銀による「Sector Plan for Sustainable Development of the Mining Sector
in the Lao P.D.R.」報告書等から引用したものである。

2.2 鉱業政策

2.2.1 鉱業政策の基本方針

「ラ｣国政府は 1985年に New Economic Mechanism (NEM)を導入し、国家経済を中央管理

型から自由競争に変えようとして、1991年にこの経済的な改革を反映させるべく新憲法を

制定した。これに基づく鉱業セクターに対する政府の政策は次に通りである。

① 環境にやさしく持続的に資源を利用することを促進させること。

② 最新技術による組織的な探査を促進させること。

③ 小規模な鉱山開発に対して積極的に支援すること。

④ 大規模な鉱山操業に対しては中期的な支援を行うこと。

この政策を遂行するために、政府は以下のことを行ってきている。

① 適切な鉱業活動実施、環境保護と投資に関する法律の作成。および探鉱・開発プロ

ジェクトに対する投資促進のための環境整備。

② 小規模操業の市場を正規の市場に移行させることの促進。

③ 探鉱・開発の投資家に対し行政上のサポートおよびサービスの提供。

④ 有望地域を特定するための地質調査の実施。確認された有望地域を探鉱・開発対象

として民間企業に提供。

政府は、十分な環境管理能力を有する海外の鉱山会社を対象とした投資促進プログラムの

実施を計画・実行している。このプログラムは、ラオスにおいて鉱業投資の環境（法的、経

済的、制度的）を整備し、開発ポテンシャルを高めるためのものである。このプログラムを
サポートするために、政府は DGEOおよび DOMに地質情報の管理、試験・分析室の設置、

鉱区管理などを実施させている。

「ラ」国政府は、鉱業セクターの組織強化、法的枠組みやセクター管理の改善、人材育成
を目的として 2006 年に省の再編を行なった。鉱業部門を工業手工芸省（MIH）から分離し、

エネルギー省と統合してエネルギー・鉱山省（Ministry of Energy and Mines: MEM）とした。

さらに本年、地質鉱山局（DGM）を地質局（Department of Geology: DGEO）と鉱山局
（Department of Mines: DOM）の 2つの局組織に分離独立させた。

2.2.2 鉱業に関する法律および規制

「ラ」国における鉱業に対しては、外国投資法、鉱業法、環境保護法、税法、政府命令や

規制が適用される。鉱業法（The Basic Law on Mining, Law No.1）は1997年5月31日に施行さ

れている。

1) 鉱業に関係する外国投資奨励法の概要
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1994年6月20日に施行された新外国投資法 Lawon the Promotion and Management of Foreign
Investment in the Lao PDR に代わって、2004年10月に国内外の投資を区別しないことを原則
とする「改正外国投資奨励法」 Lawon the Promotion of Foreign Investment in the Lao PDR が

制定された。改正外国投資奨励法では、優遇処置を受ける条件が大幅に改正され、細かく規
定されている。そして「ラ」国における外国からの投資の振興・管理のために、計画投資委

員会（Committee for Planning and Investment）のもとに投資奨励局（Investment Promotion
Department）が設立されている。

外国投資奨励法では、海外投資家には3つのタイプの事業選択が認められている。

業務提携

合弁企業（1つ以上の「ラ」国内の投資家との合弁）

100％外資企業

合弁を選択する海外投資家は、少なくとも合弁事業の総資産の30％を出資しなければなら

ないことになっている。

2) 鉱業法

「ラ」国初の鉱業法は1997年5月に布告された。この鉱業法の目的は、資源保存、探査、

採掘、処理および鉱物資源の利用に関して管理を行うとともに、「ラ」国民の生活水準を向
上させることであるとしている。また、環境保全が地元住民の利益として、鉱業従事者の利

益と並んで強調されている。

「ラ」における鉱業への投資は、以下の3種類に分類される。

① 国の 100％出資

② 国と国内または海外企業との合弁

③ 国内の企業または個人による投資

また、鉱業許可は概査許可、探査許可、採掘許可および加工・販売許可に分かれ、それぞ

れ以下のように区分される。

① 機械化鉱山操業（大・中・小規模操業）

② 専業手工業的鉱業活動

③ 兼業手工業的鉱業活動

概査許可（野外観察調査）は、原則 2年以内の期間の許可で 2回の各 1年以内の延長申請

が可能である。

探査許可（地質精査、トレンチ・試錐・地球物理・地化学の各調査）は、期間 3年以内で
2 回の各 2 年以内の延長申請が可能である。鉱区放棄に当たっては全調査データの提出が必

要とされる。

採掘許可は、F/Sおよび環境影響評価などとともに申請する必要がある。F/S期間は 1年以
内（追加延長は 1回で 1年以内が可能）で、採掘許可の期間は 30年以内で 2回の各 10年以

内の延長申請が可能である。

以上により付与された各鉱業権は、権者の排他的、固有の権利であり、適法に維持されて
いる限りは「ラ」国政府から保護され、許可申請により譲渡することができる。

なお、鉱物資源の探査および開発の契約では、鉱物資源の所有権が「ラ」国にあること、

資源の開発は投資奨励局（IPD）に代表される国、関係政府機関および企業の間で締結され
た契約（鉱物探鉱生産契約：Mineral Exploration and Production Agreements（MEPA））に基

づいて実施されることが規定される。
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鉱業法については、現在、エネルギー鉱山省で手続きの迅速化と公平化を図るために見直

しを行っている。現行の鉱業法では詳細な規定がないことから、審査を受けて許可を得るの
に長い時間がかかっている。またライセンス登録の認可基準をあげて、実績のある企業によ

る迅速な調査および探査の実施と早期の開発を目指すことにしている。この改正法は、2008
年末には国会に提出される予定である。

3) 鉱業に関する財政規制

1989年に課税規制についての大きな改正が行われている。この財政改革において、新しい
税金の導入、源泉課税制度の拡張、関税管理の強化が行われた。鉱業に関する課税は一般税

金規制および投資法が適用され、徴収および金額は制令によって決められている。

新関税法は1994年に布告されている。この関税法は1989年6月26日付第47/CCM号国家課税
に関する内閣令第106条の代替である。

鉱業法第42条により、鉱業権者は関税および税金の支払い、ならびにその他の財政義務を

遅滞なく果たさなければならないことが決められている。

現在「ラ」国政府との契約に基づいて鉱業活動を行っている企業は、以下の税金を支払わ

なければならない。

借地料： 借地料は政府に対する年次払いであり、支払いはラオスキープまたは契
約による通貨で行われる。借地料はヘクタール単位の契約面積または採掘面積によ

って計算される。鉱業に関する借地料は、1989年の国家税金制度に関する第47号制

令の第16条に制定されている。

ロイヤリティ： ロイヤリティにも借地料と同様に1989年の国家国家税金制度に関

する第47号制令が適用される。鉱物生産に対するロイヤリティは、その鉱物の総売

上に基づいて計算・徴収されるが、鉱物の純度および国際基準による単価も計算に
取り入れられている。「ラ」国内で鉱業活動を行っている外国企業に対するロイヤ

リティは、貴金属に対しては2.5～5％である。

2.3 鉱業分野の投資環境および状況

内陸国として、特に立ち遅れてハンディキャップとなっていた社会インフラの整備に関し

ては、ここ数年のうちに交通インフラや通信インフラは大幅な改善が期待される。

「ラ」国は地勢的にタイ、ベトナム、カンボジア、ミャンマー、中国に囲まれ、また経済

規模も小さいため、ある面ではこれら隣国は「ラ」国への経済的脅威であるが、一方で、

「ラ」国を足がかりにした周辺諸国の経済戦略がラオス自身の経済発展に寄与しているとい
う一面もある。大メコン流域経済圏という新たな視点も、外国資本の投資先検討で「ラ」国

が一つの戦略的な意味を持ってくるものと考えられる。

2.3.1 交通インフラ

交通インフラとしては、東西経済回廊と呼ばれる、タイからベトナムまでの幹線道路（ア

ジアハイウェイ16号）が「ラ」国内では国道9号線を経由して整備され、メコン川には日本

のソフトローンによるSavannaketとタイのMukdahan間にかかる国際橋（第2メコン国際架
橋）が昨年の12月に完成した（図2.3.1）。それと直交してラオスを南北に縦断する国道13号
線も改修が進んでいる（アジアハイウェイ11・12号、中央経済回廊を成す）。また、中国の

雲南省から「ラ」国北部の国道3号線を経由してタイにつながる道路建設（アジアハイウェ
イ3号、南北経済回廊を成す）も2008年2月に完了した（図2.3.2）。このほか、南部のアタプ

からベトナムに抜ける国道18号線もベトナムの支援により新規に建設された。
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図2.3.1 中央部の道路整備計画 図2.3.2 北部の道路整備計画

2.3.2 通信インフラ

電話サービスの普及率は、ここ数年で劇的に改善されてきている。公共事業省の資料によ

ると、2006年現在の固定電話加入者数は91,235（普及率は約2％）、携帯電話の加入者数は
901,637（普及率は約16％）となっている。携帯電話はプリペイド方式が主流であることか

ら、実際の普及率ははるかに大きいものと考えられる。

全国を結ぶ光ファイバー幹線網は整備され、隣接国との接続も完了している。しかし、支
線の整備などエンドユーザーまでの整備の点ではビエンチャン等の都市部を除いて普及は遅

れている。都市と農村地域という視点で見れば、電話のない村が全体の60％以上を占めてお
り、格差が非常に大きい状況に変わりはない。

2.3.3 電力インフラ

ラオスは水資源にめぐまれていることから、電力開発は水力発電が先行している。2007年
末現在の総発電量は671.2MWで、そのうちの99.83％が10ヶ所の水力発電所によって賄われ

ている。ラオスの電力生産は、経済発展の途上で需要がまだ増加していない民生電力国内需

要に対して大きく超過しており、その余剰電力は近隣諸国への電力輸出として外貨獲得に大
きく貢献している。

一方、国内の送電幹線網の整備は依然として遅れており、電力生産が高い北部で生産され

た電力を南部に給電する高圧送電網も未整備である。各国からの支援や借款を通じて幹線送
電網の建設・整備を実施している最中である（図2.3.3）。
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図2.3.3 送電系統計画図

2.3.4 鉱業分野への投資状況

鉱業分野においては、2003年のオーストラリアのOxiana社の現地法人であるLane Xang
MineralsによるSepon鉱山の開発によって、「ラ」国は金と銅の生産国となった。現在、この

Oxiana 社のほか、同じくオーストラリアのPan Australian Resources社など国内外企業の50社
以上が、銅、亜鉛、鉄などの探鉱および開発を行っている。

2005年のGDPの実質成長率は7.3％で、2004年の6.4％を大幅に上回った。銅、金、石膏、

石灰石、錫などの鉱山開発と水力発電の輸出急増がGDPを増加させた大きな要因である。

2004年にはGDPに対し鉱業の占める割合は2.4％にすぎなかったが、2006年は10％以上であ
ると予測されている。これに伴って鉱業分野への外国資本の投資額も増えている（表2.3.1）。
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表2.3.1 外国資本のセクター毎の投資額（2000年～2007年3月）

No. Sectors Projects Value of Investment (US$)

1 Electricity Generation 37 2,944,252,200
2 Agriculture 142 711,359,290
3 Mining 134 585,089,829
4 Industry & Handicraft 176 443,153,720
5 Trading 92 266,851,089
6 Construction 154 184,188,467
7 Services 57 160,409,245
8 Hotel & Restaurant 23 159,686,874
9 Telecom 3 39,940,000

10 Wood Industry 35 29,307,154
11 Others 66 47,994,940

[ Grand Total ] 919 5,572,232,808

2008年7月までに認可されたプロジェクトは181件であり、その内訳は概査フェーズが55、
探査フェーズが74、F/Sフェーズが3、開発フェーズが52である。また、これらのプロジェク

トを実施している企業118社のうち、国内企業が46社で外国企業が72社である。外国企業の

内訳は、中国が39社、ベトナムが16社、タイが6社、オーストラリアが4社、韓国とロシアが
2社、北朝鮮、ポーランドおよびイギリスがそれぞれ1社である。鉱区の取得状況を図2.3.4に
示す。また、主要な鉱山と鉱床の位置を図2.3.5に示す。
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図 2.3.4 鉱区の取得状況
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図 2.3.5 ラオス国の主要鉱床･鉱山位置図
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2.4 鉱業生産状況

「ラ」国の主要鉱業資源として、重晶石、粘土、石炭、銅、ドロマイト、金、石膏、石灰
岩、岩塩、サファイア、銀、錫、亜鉛、鉄である。

鉱産物の生産高は、2004 年には合計額が US$ 69,005,313.87 であったものが、2005 年には
US$ 213,391,712.85に急激に増加した。

DGMが取りまとめている「Lao PDR Mineral Yearbook 2006」に基づいて、各鉱種の生産状

況を以下に記載する。

2.4.1 金・銀

金・銀は、Lane Xang Minerals社が操業する Sepon鉱山と Pan Australian Resources社が操業

する Phu Kham 鉱山から生産されている。Sepon 鉱山は 2003 年に操業を開始し、46.7 トン
（1.5 百万オンス）の金と 80.9 トン（2.6 百万オンス）の銀を含有する 14 百万トンの鉱石の

存在を確認している。一方 Phu Kham鉱山は 2005年に操業を開始しており、31.1トン（1百
万オンス）の金の存在を確認している。これらの鉱山の詳細については後述する。

Sepon 鉱山における 2006年までの金と銀の生産量と販売量は以下に示すとおりである。

表 2.4.1 Sepon鉱山における金と銀の生産量と販売量（2003年～2006年）

Year Production(Tons) Sales(Tons)
2003 8.879 8.879
2004 6.759 6.759
2005 9.211 9.211
2006 12.380 12.380

図 2.4.1 Sepon鉱山における金と銀の生産量と販売量（2003年～2006年）

2.4.2 銅

銅は Sepon 鉱山で 2005 年より生産を開始しており、初年度のカソード生産量は 3 万 514
トンで、2006 年は計画どおりに 6 万トンを達成した。なお、Pan Australian Resources社によ
る Phu Kham銅金鉱山での銅の生産は 2008年 5月に開始され、当初は年間 20万トンの銅精

鉱（5万 2千トンの銅、4万 7千オンスの金と 40万オンスの銀）の生産が計画されている。
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2.4.3 亜鉛

亜鉛は、Phadeang Industry Public (Lao) Company Ltd.が 2001年に操業を開始した Kaiso鉱山
（Vientiane 県 Vangvieng地区）で生産されており、全量がタイに輸出されている。このほか

ローカル会社である First Pacific Mining Co. Ltd.も同じ Vientiane 県で探査、開発を行ってい
る。

「ラ」国における 2006年までの亜鉛の生産量と販売量は以下に示すとおりである。

表 2.4.2 亜鉛の生産量と販売量（2001年～2006年）

Year Zinc Production (Tons) Zinc Sale (Tons)
2000 0 0
2001 18,000 18,000
2002 2,034 2,034
2003 2,035 2,035
2004 2,000 2,000
2005 NA NA
2006 3,945 3,945

図 2.4.2 亜鉛の生産量と販売量（2001年～2006年）

2.4.4 石膏

石膏は、国営の Gypsum Mining Co. Ltd.が操業する Savannakhet県の Dong Hene鉱山から生

産されている。Khammouan 県に存在する鉱山も近々操業を開始するという報告がある。

「ラ」国における 2006年までの石膏の生産量と販売量は次に示すとおりである。
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表 2.4.3 石膏の生産量と販売量（1997年～2006年）

Year Production ( Tons ) Sales (Tons)
1997 144,306 151,000
1998 130,764 130,764
1999 151,000 151,000
2000 147,720 142,197
2001 138,126 143,316
2002 83,146 78,402
2003 176,984 174,489
2004 244,145 201,094
2005 199,019 131,508
2006 206,104 206,104

図 2.4.3 石膏の生産量と販売量（1997年～2006年）

2.4.5 石炭

多くの石炭鉱床が「ラ」国の北から南まで存在する。これらには、古生代から中生代の地
層中の無煙炭と第三紀層中の褐炭の 2つタイプがある。無煙炭は Vientiane県の Vangviengに
あるセメント工場に供給するために国内の会社によって採掘されている。褐炭は、タイの会

社によって Luangnamtha 県で採掘されおり、タイに輸出されている。「ラ」国における
2006年までの石炭の生産量と販売量は以下に示すとおりである。

表 2.4.4 褐炭の生産量と販売量（1997年～2006年）

Year Production(Tons) Sales(Tons)
1997 113,423 97,126
1998 106,632 103,730
1999 216,709 209,817
2000 214,086 197,304
2001 179,773 179,773
2002 233,923 209,973
2003 212,819 208,386
2004 332,907 332,907
2005 332,934 332,934
2006 432,421 432,421
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図 2.4.4 褐炭の生産量と販売量（1997年～2006年）

2.5 資源調査の状況

資源調査は、ベトナム政府の協力で長く実施されてきており、現在このほかに JICA によ
る本調査、鉱区を保有する企業による概査および精査が実施されている。広域調査の実施状

況については第 3章で述べる。

2.6 鉱山開発および資源探査の状況

2.6.1 Sepon鉱山

Sepon鉱山は Oxiana社の現地法人 Lane Xane Minerals社が操業している鉱山で、「ラ」国

中央部の Savannakhet 県の東部に位置する露天掘りの金・銅鉱山である。1993 年～1999 年に
CRA/Rio Tinto 社によって実施された探査により、6 つの金・銅鉱床が発見された。Oxiana
社は 2000年に Rio Tinto 社から権益を取得し、鉱山の開発に着手した。Oxiana社は Sepon鉱
山の周辺に 1,250km2 の鉱区を保有しており、これまでに確認された推定埋蔵量は、金量が

3.8百万オンス、銅量が 1.7百万トンである。

1）金鉱床開発

生産開始は 2002年 12月。鉱石処理能力は 250万トン/年、金はカーボン・イン・リーチ法

で回収されている。2006 年の生産量は金が 6,121kg で、銀が 29,003kg、累計では金は

19,413kg、銀は 54,751kgである。2006 年の鉱石処理量は 2,845,540 トンで、金品位は 2.15g/t、
銀品位は 10.19g/tであった。

現在確認されている金鉱床は、Discovery、Discovery West-Colluvial、Nalou、Namkok West、
Namkok East、Vang Nang、Luangの 7 鉱床である。金の鉱化作用は、強変質の石灰質堆積岩
中に微粒の鉱染状として認められ、米国ネバダにおけるカーリン型の金鉱床と多くの類似性

をもつ。

2）銅鉱床開発

Khanong銅鉱床を露天掘り開発し、SX-EW（溶媒抽出電解採取）法により年間に銅 6 万ト

ンを生産する能力を有する。プラントは 2005 年 2 月に完成し、「ラ」国初となる銅カソー

ドを同年 3 月にタイへ初出荷した。2005 年の粗鉱処理量は 45 万トン、銅カソード生産量は
3 万 514 トンで、2006 年は粗鉱処理量は 121.6 万トン、銅カソード生産量は 6万 758 トンで

あった。
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Khanong 銅鉱床は、地表付近の高品位のスーパージーン輝銅鉱‐酸化銅鉱床であり、これ

は緩く傾斜する強度に破砕された石灰質岩中に形成された交代型の塊状硫化物鉱体が風化し
て生成した鉱床である。

3）探査状況

継続して実施されている探査の結果、プラントの西方約 7kmに位置する Thengkham North
と Thengkham South 鉱床（図 2.6.1、図 2.6.2）において、銅の新規鉱量確保が明らかになり

つつある。さらに最近発見された Pha Bing 鉱床は、Khanong鉱床や Thengkham 鉱床のよう
な高品位の銅の鉱化を示している。

図 2.6.1 Sepon鉱山地区における銅鉱床と探査ターゲットの分布（Oxiana社資料）

図 2.6.2 Sepon鉱山地区における主要鉱化帯（Oxiana社資料）
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2.6.2 Phu Kham 銅・金鉱山

Phu Kham 銅・金鉱山は、ビエンチャンの北方約 120km のところに位置しており、Pan
Australian Resources社が 2002年から鉱床探査を開始し、2005年 11月にヒープリーチングに

よる金の生産を開始した鉱山である。鉱床は地表付近の含金酸化鉱とそれにキャップされた
地表下の硫化物鉱体よりなる。

1）金鉱床開発

2005 年の金の生産量は 481.3kgで、2006 年の金の生産量は 1,391.5kgであった。現在の採
掘対象となっているのは Phu Kham Gold Cap鉱床であるが、このほかに Ban Houayxai 金 鉱

床のの存在も確認されており、これらの鉱床の酸化鉱の合計埋蔵鉱量は 860 万トン、金品位

1.1g/t と報告されている。本鉱山での金の生産は乾季である 10 月～5 月の間に制限されてお
り、雨季の 4ヶ月間はヒープリーチング場はプラスチックのシートでカバーされ、雨による

流失を防いでいる。

2）銅・金鉱床開発

Phu Kham銅・金鉱床を対象とした開発は 2008年 5月に本格操業が開始された。初期は 12
百万トンの粗鉱を浮選によって処理し、年間 20 万トンの精鉱を生産する計画となっている。

この精鉱には 52,000 トンの銅、47,000 オンスの金、400,000 オンスの銀が含まれている。埋
蔵量は 1億 9,200万トン、銅品位 0.62％、金品位 0.24％、鉱山ライフ 12年以上を見込んでい

る。

この鉱床は、含硫化鉱物石英ストックワーク帯、硫化鉱物鉱染帯および塊状硫化鉱物帯か
らなる（図 2.6.3）。母岩は凝灰岩および石灰質シルト岩で、鉱化作用はポーフィリーの貫

入に関係しているものと考えられている。

図 2.6.3 Phu Kham銅・金鉱床の模式断面図（Pan Australian Resources社資料）
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3）探査状況

Pan Australian Resources社は保有する面積 2,637km2の鉱区内で積極的に探査を実施してい
る（図 2.6.4）。これらのうち、Phu Kham 銅・金鉱床の西方 25km に位置する Ban Houayxai
金銀鉱床は、ドーリング調査によって酸化帯と初生鉱床が地表から地下 300m まで連続して
いることを確認している。

図 2.6.4 Phu Bia鉱区における鉱床・鉱徴地位置図（Pan Australian Resources社資料）

2.6.3 その他の探査状況

ビエンチャンの北約 180km に位置する Pha Luang 地区で、オーストラリアの Rox
Resources 社がローカル会社の First Pacific Mining Lao 社と共同で鉛・亜鉛の探査を Pha
Luang鉱床と Nam Yen鉱床で行っている。

Arbonaut Resources 社（オーストラリア）は、ビエンチャンの北東 50km に位置する
Century地区とラオス国南部の Sekon地区において金の探査を実施している。

また Ord River Resources（オーストラリア）は、中国の China Non-ferrous Metals
International Mining 社と共同でラオス国南部の Volaven 高原においてボーキサイト鉱床の探
査を実施している。
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第 3 章 地質・鉱物資源情報のレビューと 1/100 万地質・鉱物資源図の

改訂

3.1 はじめに

本調査では、｢ラ｣国全土を対象とした 1/100 万の地質･鉱物資源図（1991 年作成）の改訂

版を作成した｡1991 年以降、多くの地質調査や鉱床探査が行われており、かなりの情報が蓄
積されてきている。また、本調査を含め多くの 1/20 万地質図作成プロジェクトが実施され

た。2008 年までに全土の約 70％近くの 1/20 万地質図が完成する予定である。これらの地

質・鉱物資源情報に基づいて 1/100万の地質･鉱物資源図の改訂を行った｡

3.2 既存の 1/100万地質・鉱物資源図

1991 年に発行された 1/100 万の地質図･鉱物資源図は、アジア開発銀行のプロジェクトと
して、英国地質調査所と British Mineral Consultants社が取りまとめたものである。地質につ

いては大まかな区分となっているが、既知の鉱徴地がすべて図上に示されている。このベー

スとなった主な地質・鉱物資源情報は以下の通りである。

① Service Geologique de l Indochine （ベトナムのハノイに本局があった）によって 1930
年頃までに作成されたインドシナ半島全域の 1/50 万地質図。DGEO はこの地質図を

所有していない。

② ベトナムの DGMVによって 1974 年～1988 年に作成された「ラ」国北部および中央

部の Xam Neua、Khang Khay、Vientiane地区の 1/20万地質図。

③ ベトナムの DGMVによって 1988年に作成されたインドシナ半島全域の 1/100万地質
図。1991年に第 2版が発行されている。

④ ESCAPによって 1990年に発行された 1/150万地質概略図。

3.3 1/20万地質・鉱物資源図の作成状況

2006年までに作成された1/20万地質図は、中央部と北東部の11シートのみであったが、図

3.3.1に示すように、2008年末までに北部および南部の地質図作成が完了し、全土の約70％近

くの1/20万地質図が完成する予定である。

3.3.1 北部地域

北東部の 4シートとビエンチャンのシートについては DGMVの協力によって 1980年代に

作成されている。北端部の 12 シートについても DGMV‐DGEOによる地表調査が実施され、
2007 年末に地質図が完成している。また北西端の 5シートは DMRの協力を得て地表調査を

実施し、2008 年に地質図が完成する予定であったが、諸事情により完成の目処が立ってい
ない。

3.3.2 中部地域

中部地域の9シート（ただし南の3シートは北緯17度まで）は、DGMVの協力によって1999
年に地質・鉱物資源図が完成し、GISデータ化も完了している。

3.3.3 南部地域

南部は本調査で作成したアタプ地域2シート分を含んでいる。この周囲の9シートもDGMV
が現在取り纏め中であり、2008年に9シートすべての地質・鉱物資源図が完成する予定であ

る。
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図3.3.1 1/20万地質・鉱物資源図の作成状況
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3.4 1/100万地質図及び鉱物資源図の改訂

3.4.1 1/100万地質図の作成

英国地質調査所（BGS）によってコンパイルされた 1/100 万の地質図（1991）に対して、

ベトナムの DGMV によって作成されたインドシナ半島全域の 1/100 万の地質図（1991）も
参照しながら、その後 DGMVの調査によって作成された各地の 1/20 万の地質図と本調査に

よって作成した 2 図画の 1/20 万の地質図を用いて改訂作業を行った。使用した 1/20 万の地

質図は次のとおりである。

北 部：DGMV作成の12シートの地質図

B.Muang-Ou-Tai(F-47-XVIII)、B.Kaoho(F-48-XIII)、B.Boun-Nua(F-47-XXIV)、
Phongsali(F-48-XIX) 、 B.Meung(F-47-XXIX) 、 Louangnamtha(F-47-XXX) 、
Khoa(F-48-XXV) 、 Xiangkhoun(F-48-XXXVI) 、 Houayxai-B.Xiang Nou(F47-
XXXV、E-47-V)、M.Nale-B.Khon(F-47-XXXVI、E-47-VI)、 B.Nambak(F-48-
XXXI)、B.Houamuang(F-48-XXXII)

北東部・中部：DGMV作成の13シートの地質図

B.Xiangkho(F-48-XXVII) 、 Xam-Nua(F-48-XXXIII) 、 B.Xamtai(E-48-III) 、

B.Phonsavan-Vientiane(E-48-XIII 、 E-48-XIX) 、 Ph.Ayen(E-48-XXIII) 、
B.Donghen(E-48-XXVIII) 、 M.Khamkeut(E-48-XV) 、 B.Mahaxai(E-48-XXII) 、
M.Mok(E-48-IX)、B.Nape(E-48-XVI)、Thakek(E-48-XXI)、Xeno(E-48-XXIVII)、
M.Xepon-mai(E-48-XXIX)

南 部：本調査で作成した2シート

Attapeau(D-48-XI)、B. Dakyoy(D-48-XII)

改訂版の 1/100万の地質図（縮小版）を図 3.4.1に示す。

3.4.2 1/100万鉱物資源図の作成

英国地質調査所（BGS）によってコンパイルされた 1/100 万の鉱物資源図（1991）には

479 ヵ所の鉱徴地が記載され、図上にプロットされている。その後に中央部で実施された

DGMVの調査では、“Record Book of Mineral Deposits and Ore Occurrences”として 151ヵ所
の鉱床・鉱徴地が記載された。さらに本プロジェクトではアタプ地域において新規に銅の鉱

徴等が確認され、DGMV の北部における調査においても多くの鉱徴地が報告されている。

これらについて、BGSが取り纏めたフォームを踏襲し、そのリストに新規情報を追加入力し
た。ただし、同一位置の情報かどうかの判断ができないものがあることから、プロジェクト

ごとにファイルを作成した。鉱床・鉱徴地一覧表の一部を表 3.4.1に示す。
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図 3.4.1 改訂 1/100万地質・鉱物資源図
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3.5 地質・地質構造

3.5.1 「ラ」国の地質概要

「ラ」国の地質図を図 3.5.1 に示す。この地質図は英国地質調査所（BGS）によってコンパ

イルされた 1/100万の地質図（1991）を引用したものである。

図 3.5.1 「ラ」国の概略地質図

1）先カンブリア系と古生界

先カンブリア系は、直接の層序あるいは地質年代の測定結果からは知られていないが、北
西部、北東部および南東部の一部の地域で認められる高度変成岩は原生代であると考えられ

ている。カンブリア系は北東部のベトナムとの国境付近の Nam Ma地域における谷部、およ

びそれからベトナム国境に沿って南東方向に断続的に分布する。岩相はわずかに変成した石
灰岩、頁岩（緑色片岩）、砂岩（珪岩）および礫岩からなる。類似の岩石は、南東部のベト

ナムとの国境に沿って分布し、地質図上では カンブリア－オルドビス系 とされている。ラ

オス中央部には、新原生界－カンブリア系下部に対比された変成岩が北部地域に限定されて
分布している（Bolikhamxay 県 Kham Keut 地区）。それらは新原生代－カンブリア紀前期の

Sop Phan層に区分されている。

化石に富む海成のオルドビス系とシルル系（石灰岩、砂岩、頁岩など）は、北部と東部、
特に Phonsavan (Xieng Khouang)北部の山脈に、また東部と北東のベトナム国境に沿って分布
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することが報告されている。海成のデボン系は北部と東部に分布することが知られている。

また、オルドビス系からデボン系の岩石は南東部の Sekong川の東部に分布する。

石炭系と二畳系は、主に頁岩、砂岩および石灰岩からなる厚い海成堆積物からなる。二畳

系の石灰岩は、北部と東部で顕著なカルスト地形を形成する。幾つかの地域には、石炭紀と
二畳紀の陸成堆積物が分布する。それらのうち、Vientiane と Saravane に分布する石炭系と、

北縁地域の Phongsalyに分布する二畳系は石炭層を含む。

2) 二畳紀～三畳紀の火山活動

北部では、特に Pak Lay - Luang Phabang地域において、また北西部からミャンマー国境縁
辺において、主として二畳系と考えられ、サブダクションに関連したものと思われる火山岩

類が広範に分布する。これらは安山岩やデイサイトが卓越し、玄武岩を伴なう。北東部
Xam Nua地域の多量の流紋岩質岩およびデイサイト質岩は、主に三畳系であると思われる。

Sekong 渓谷および南部カンボジア国境に沿った広範な地域を被う流紋岩と凝灰岩もまた三

畳系と考えられている。

3) 海成の中生界

海成三畳系の分布は、三畳紀に存続・発達した幾つかの堆積盆に限定される。そのうち最

も知られているものは、中部～上部三畳系（石灰岩、砂岩、シルト岩など）で、Xam Nua地
域に分布している。北西部にも海成三畳系が分布する。

カンボジア国境付近の Sekong 渓谷に産する海成下部ジュラ系は、「ラ」国で知られてい

る最も若い海成層である。

4) 非海成中生界

上部三畳系の埋没と隆起は、一つの山地を形成し、激しく浸食された。多くの地域はこの

浸食生成物によって被覆され、それらは三畳紀後期から白亜紀の陸成の砂礫岩を形成した。
中部白亜紀には、非常に緩やかな起伏を示す地形へと変化し、しばしば赤色の泥・シルト・

細粒砂が広範に堆積し、蒸発岩の沈殿期を形成した。

5) 新生界

「ラ」国には古第三系の分布は知られていない。北部の多くの山間小谷の淡水成堆積物は、

新第三系に属する。堆積物は主に頁岩と砂岩で、泥灰岩を伴い、場所によっては褐炭を伴う。

新生代後期の隆起は、高地の急速な浸食、メコン川や他の主要河川による浸食、および平
野部での河川砂・礫の堆積に続く。メコン川が流れる低地では、氾濫原堆積物が広がるが、

薄くて断続的である。

第四系は、Jars 平原と同様、北部山間地の谷間に局部的に良く発達する。それは、黄土と
火山灰の堆積物と同様の礫、砂、シルトの河岸段丘からなる。侵食面は、通常ラテライト化

している。

6) 第四紀火山活動

東部、南東部の Bolaven 台地、その他の幾つかの小高地は、中生界砂岩を被覆する玄武岩

溶岩を形成する。ベトナム、カンボジアおよびタイ周辺に産するこのような玄武岩は、更新

世と、おそらく一部新第三紀の地質時代である。類似の玄武岩は、Ban Houei Sai付近北西縁
にも認められるが、それらは小地域を被うのみである。



ラオス国鉱業分野投資促進のための地質・鉱物資源情報整備計画調査 ファイナルレポート

3 - 8 3 章

図
3.

5.
2 

「
ラ
」
国
の
総
合
地
質
層
序

G
EO

LO
G

IC
AG

E

CENOZOIC MESOZOIC PALEOZOIC PRE-CAMBRIAN
QU

AT
ER

NA
RY

N
EO

GE
NE

PA
LE

O
GE

NE

C
RE

TA
CE

O
US

JU
RA

SS
IC

TR
IA

SS
IC

PE
RM

IA
N

CA
R

B
O

N
IF

ER
O

U
S

DE
VO

N
IA

N

SI
LU

R
IA

N

O
RD

OV
IC

IA
N

C
AM

BR
IA

N

P
R

O
TE

R
O

Z
O

IC

A
RC

H
EA

N

H
ol

oc
en

e

P
le

is
to

ce
ne

Pl
io

ce
ne

M
io

ce
ne

C
la

y,
sa

nd
,p

eb
bl

e,
B

as
al

t

N
eo

ge
ne

se
di

m
en

ts

U
p

C
re

ta
ce

ou
s

slt
st

Pu
de

din
F

N
em

po
F

Su
ib

an
g

F

La
ic

ha
u

F

S
h

w/
Gi

ga
nt

op
te

ris

Ls
t,

S
h,

An
d,

T
uf

f

Sh
w

/C
ar

bo
ni

co
la

S
s,

S
h

(D
-C

)

S
s,

S
h,

R
hy

ol
ite

,T
uf

f

N
am

cu
oi

F

C
ry

st
al

lin
e

Sc
h

&
G

ne
is

s

S
lts

t,
S

s,
Ls

M
ug

ia
F

M
ou

ng
hi

nh
F

S
lts

t,
C

gl
,

C
la

ys
t

T
ho

la
m

F

D
an

gd
o

F
N

on
gs

on
F

Q
uy

la
ng

F
Do

ng
tra

n
F

M
an

gg
ia

ng
F

S
h

w
/L

ep
to

du
s

&
Ls

t

M
uo

ng
F

N
on

gh
et

F

Kh
an

g
F

La
kh

e
F

Sh
,

Ss
,L

st

N
am

ca
n

F

U
p

Ls
t

H
uo

ilo
iF

S
on

gc
a

F

H
uo

in
hi

F

Ta
nl

am
F

Q
ul

d
at

F
D

an
gt

ho
F

B
an

gi
ng

F

Lo
nh

da
iF

D
ai

g'
an

g

A
vu

on
g

F

B
uk

ha
ng

F

S
uo

im
ai

F

K
eb

o
F

D
on

gh
oi

F

Ye
nm

o
Vi

e
nt

ia
ne

F
C

la
y,

sa
nd

,p
eb

bl
e,

B
as

al
t

Ka
nt

um
F

So
ng

ba
F

D
on

gh
e

n
F

C
ha

m
pa

F

S
lts

t,
C

la
ys

t

M
an

gg
ia

ng
F

An
d,

R
hy

ol
ite

,T
uf

f

Ls
tw

/T
rit

ic
ite

s
&

N
eo

sc
hw

ag
er

in
a

C
ha

co
iF

N
at

ho
m

F

Sh
,S

s,
Ls

t

Po
co

F

Av
uo

un
g

F

S
on

gt
ra

n
h

F

D
ak

m
iF

Ko
n

ro
F

K
im

so
n

F
K

an
na

c
C

om
pl

ex

No
rth

we
st

La
os

Tr
uo

ng
so

n
Ko

nt
um

-S
av

nn
ak

he
t

S
tra

tig
ra

ih
ic

U
ni

ts
Ef

fu
si

ve
R

oc
k

In
tru

siv
e

R
oc

k

Ig
ne

ou
s

A
ct

iv
ity

M
in

er
al

iz
at

io
n

Te
ct

on
ic

s
Se

a
La

nd

Su
bs

o
de

nc
e

-
U

pl
ift

AlkalicBasalt
Volcanism

RhyoliticVolcanism

AndesiricVolcanism

RhyoliticVolcanism

Gabbro

Granitoid

UltrabasicRock

Graniteto
GranodioriteGraniteSmallIntrusion

Al
lu

vi
al

De
po

sit
s:

Cl
ay

,Q
z,

Se
ric

ite
,

Ha
lit

e,
A

l,G
em

Pl
ac

er
D

ep
os

it:
Au

,S
n

R
es

id
ua

lD
ep

os
its

:S
n

C:
Li

gn
ite

C
u,

Au
:P

or
ph

yr
y

Co
pp

er
D

ep
os

its
,

Sk
ar

n
De

po
sit

s
Sn

,W
:G

re
iz

en
D

ep
os

its

Pt
,C

r:
O

rth
m

ag
m

at
ic

De
po

si
ts

Cu
:S

an
ds

to
ne

Ty
pe

D
ep

os
its

Au
:V

ei
n

Ty
pe

De
po

sit
s

Au
,C

u:
Ve

in
Ty

pe
De

po
sit

s

Au
(C

u)
:V

ein
Ty

pe
D

ep
os

its
C

ar
lin

Ty
pe

H
os

tr
oc

k;
Lim

es
to

ne

C:
A

nt
hr

ac
ite

(h
ar

d
co

al
)

HimalayanOrogeny IndosinianOrogeny HercynianOrogeny BaikalianOrogenyCaledonianOrogeny

O
ro

ge
ny

Fo
ld

ing
Fa

ul
tin

g
P

lat
e

Ac
t. CollisionCollision SeparationSeparation

Middle-LatePaleozoicFold EarlyPaleozoicFoldTriassicFold

Diembien-KorratFault

Nam-NhounFault

BlockFaulting

U
pp

er

U
pp

er

U
pp

er

U
pp

er

U
pp

er

M
id

dl
e

M
id

dl
e

M
id

dl
e

Lo
w

er

Lo
w

er

Lo
w

er

Lo
w

er

U
pp

er

U
pp

er

U
pp

er

U
pp

er

Up
pe

r

Lo
w

er

Lo
w

er

Lo
w

er

Lo
w

er

Lo
w

er

M
id

dl
e

M
id

dl
e

(M
a)

0.
01

1.
81

5.
33

23
.0

65
.5

99
.6

14
5

16
1

17
6

20
0

22
8

24
5

25
1

26
0

27
1

29
9

31
8

35
9

38
5

39
7

41
6

42
3

44
4

48
8

50
1

54
2

10
00

16
00

25
00

28
00

M
id

dl
e

Ev
ap

or
ite

:B
ar

ite
,S

al
t,

Ha
lit

e,
G

yp
su

m
,A

nh
yd

rit
e

F
:F

or
m

at
io

n,
S:

S
ui

te
,S

s:
S

an
ds

to
ne

,S
lts

t:
S

ilt
st

on
e,

C
la

y
st

:C
la

y
st

on
e,

An
d:

A
nd

es
ite

,
Ls

t:
Li

m
es

to
ne

,C
gl

:C
on

gl
om

er
at

e,
U

p:
U

pp
er

,
w/

:w
ith

,P
le

is
t:

P
le

is
to

ce
n

e

Ceno-Tethys Meso-Tethys Paleo-Tethys

Granitoid

Diorite

GranitoidGraniteto
GranodioriteGraniteto

Granodiorite

Basalt
Volcanism

Au
:S

ka
rn

De
po

si
ts

Ls
,D

0;
Se

di
m

en
ta

ry
De

po
sit

s

C:
A

nt
hr

ac
ite

(h
ar

d
co

al
)

Collisionof
IndianContinental



ラオス国鉱業分野投資促進のための地質・鉱物資源情報整備計画調査 ファイナルレポート

3 - 9 3 章

3.6 鉱床・鉱徴地

「ラ」国における主要な鉱種の鉱床および鉱徴地について述べる。

3.6.1 金属鉱物

ラオスの金属鉱物および非金属鉱物賦存は高い潜在的可能性を有するが、それらの殆どは

未だに可能性に留まり、経済的な鉱山産業として発展し得る開発は僅かしか進んでいない。
その原因の一つは、ラオスの地質･鉱物探査が未だに不十分で、調査密度も不均一なこと、

資源賦存地域のインフラ整備が進んでいないことにある。

1) 金

金の賦存はラオスで一般的であり、各地でその存在が知られている。特に沖積層中の砂金

は国内の多くの河川沿いで椀がけ採取されてきた。主に村人個人レベルの砂金椀掛け採取は、
非常に零細･小規模ながら地域の経済に一定の地位を占めてきた。

1975年の新生ラオス創建後に金に関してもようやく系統的な調査が開始され、1980年代の

ベトナムによる主要な調査や、旧ソ連からの支援派遣団、およびチェコスロバキアやブルガ
リアにより、他の鉱物と同様に金鉱床の地質調査計画に従い実施された。

砂金についてはPak Beng（Xayabouli、Oudom Xai県）からMuong Tha Deuaまでのチェコに

よる調査事例や、ブルガリアによるラオス東部中央での砂金賦存の確認、Xam Nua,、Khang
KhayおよびVientianeの3カ所におけるベトナムによる調査（縮尺1/20万の地質図作成調査）、

旧ソ連の支援調査での国内4カ所の金の調査での地質図作成（縮尺1/25万）と砂金鉱床69カ
所の詳細調査（1985年）などが実施され、また、Phonesavan（Xiangkhoang県）地域の中国人
採掘者による開発も知られている。一方、初生の金鉱化作用に関しては相対的に調査量が少

ないが、二畳紀～三畳紀の中性～酸性火山岩中に金鉱化作用の高い可能性を持つ幾つかの有

望な地域が報告されている。

近年になってSepon鉱山やPhu Kham鉱山のような有望な金（・銅）鉱床が発見され、企業

による本格的な鉱山開発が行われるようになった。この他、いくつかの企業が小規模な含金

石英脈を対象に開発を行っているが、これらの中には金の抽出に水銀を使っているところも
ある。

多くの金鉱化作用は斑岩の貫入と関係している。この鉱化を蒙った貫入岩が地表付近で風

化変質を受け、金や銅が濃集した厚い風化土壌の層を形成する。Sepon鉱山やPhu Kham鉱山
では、この主として土壌からなる被覆層が初生の岩体の上に発達している。

金鉱化作用が賦存する可能性が高い主な地域は次とおりである。

Sanakham-Pak Lay火山岩帯

タイのLoei金ベルトに連続する火山岩帯で、三畳紀の安山岩質火山岩を金の起源とし、石

英脈や花崗閃緑岩や斑岩の貫入岩に隣接した同時代の変質帯に金が賦存する。この地域には
最近幾つかのベンチャー企業が探査に入っている。同様の火山岩はNam seng-Nam Likベルト

でも発見されており、そこでは一群の卑金属と金の異常の他に辰砂の異常も確認され、浅熱

水起源であると示唆される。

Xiangkhoang火山岩帯

Phu Bia地区はこの火山岩帯に位置している。この地域は二畳紀の流紋岩が同時代の花崗

閃緑岩に貫入されており、隣接母岩中に発達する交代性黄鉄鉱変質帯中に銅鉱床が知られ、
流紋岩または変質帯中に金鉱化作用を示唆する徴候が多く認められる。また、同地区を流下

するNam Ngum川では金の高い異常が見られる。Xiangkhoang帯周辺の金鉱化帯では、数多く
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の鉛-亜鉛の鉱徴が認められ、Phalekの主要なスカルン鉄鉱床は金鉱床作用と密接に関係して

いる可能性がある。

Champasakの三畳紀流紋岩中の浅熱水性金

カンボジアとの国境沿いに広大な流紋岩が露出しており、ここにはカオリンからpagodite
（kaolin+pyrophyllite）までの浅熱水性の変質示徴がある。僅かな卑金属異常も記録されてお
り、この地域は浅熱水性金鉱床の探鉱が有望な地域と考えられている。1992年に国連開発計

画(UNDP)による地化学概査で新たな砂金鉱徴が発見されている。

LuangPhabang - Nam Ou金地帯

この金地帯の初生金鉱化作用は殆どのものが石英脈中に僅かな銅と亜鉛を伴って認められ

るが、既知の金鉱床は主に漂砂鉱床である。石英脈群は低変成度の変成岩中に広域的に分布

し、アクセスも比較的容易なことから単一脈採掘でも経済的に成り立つと見られる。この金
地帯はNam Ou川の渓谷沿いに北に延びており、恐らくPhongsaly県のNam HouおよびNam
Phakにまで連続するものと思われる。

Annamite山地の金探鉱地域

Xiangkhoangの南東にあるAnnamite山地の二畳紀～三畳紀の火山岩地域には2、3の金の鉱

徴が分布し、これらは浅熱水性で鉱脈型の金鉱床と見なされている。同様な地域がThakhek
の北東とSavannakhetのNam Kok地域で発見されている。他にもう一つの金鉱化作用がラオス

南東国境付近の花崗岩体中に発達しており、アタプ付近の平原部での漂砂金鉱床の起源とな

った可能性がある。

金の鉱徴地の分布を図3.6.1に示す。

（Lao PDR Department of Geology ）

図3.6.1 金鉱徴地分布図
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2) 銅

既述したようにSepon鉱山やPhu Kham鉱山の周辺では続々と有望な新規鉱体が発見されて
おり、なお高い銅鉱床賦存のポテンシャルを有している。Sepon鉱山の銅鉱床はスカルン型

（交代型）で、168百万トンの推定埋蔵量を有し、Phu Kham鉱山の銅鉱床はポーフィリー型
で、推定銅鉱石埋蔵量は144万トン（Cu：0.56％）である。

ラオスの埋蔵銅量は、2.9百万トンと見積もられているが、Sepon鉱山やPhu Kham鉱山での

開発状況から判断すると、8～10百万トンに及ぶ可能性があると考えられる

ラオスにおける銅の鉱徴地として、以下のような地域が報告されている。

Xiangkhoangにおける斑岩銅型の鉱化作用

この鉱化帯では以前は金が期待されていたが、さらに大きな銅鉱床が胚胎する可能性を示
す鉱徴が確認された。この地区では銅スカルンも可能性が高く、殆どの交代岩が鉄だけでな

く、より硫化物にも富むことから、銅に富む鉱体発見の可能性があると考えられていた。

Phu Kam鉱山はこの鉱化帯の代表的なものである。

Champasak銅鉱徴

赤色堆積岩中の銅鉱化作用が、Champasak地域で記載されている（Baniczky、1980）。こ

の示徴は上位三畳紀層の基底直上の頁岩と砂岩中に発達しており、かなりの距離に亘って広
がっている可能性がある。また、ChampasakとAttapeu県におけるロシアの調査で銀と金の地

化学異常が言及されている（Bakoulin他、1986）。Attapeu、XekongおよびChampasak県の銅

の鉱徴は気成型鉱化で貴金属を伴い、品位は高いが全体的に小規模で広く分散し、鉱化起源
の追跡も下位Khorat母岩の被覆により困難とみられ、部分的な採掘しかできないものと思わ

れる。

Nam Phak銅鉱床

ラオス北西部Nam Phakには一群の古い銅採掘跡があり、鉱脈と角礫を充填する銅藍、輝

銅鉱、黄銅鉱および銅の二次鉱物が赤色砂岩と礫岩を切っていると記載されている（Veux、
959a；Baniczky、1980）。一方、鉱脈は明らかに陸成の赤色堆積岩よりも後に形成され、そ
れらの成因は堆積盆中での地層内循環塩水と密接に関係していると見なされている。

Ban Na Teuyk近くの二畳紀石灰岩中でも同様の鉱脈に鉛･亜鉛の硫化物がみられ、同モデ

ルが提案されているが、遠隔地であるため当面開発は困難であり、追加探査が必要とされる。

LuangPhabang帯の銅鉱化作用

チェコと英国チームの地化学探査でメコン川支流で銅の異常が確認され、それらの起源は

安山岩中の黄銅鉱鉱染か、小規模貫入岩体に伴う鉱化の可能性がある。

Luang Phabang帯では鉛の小鉱徴がデボン紀から二畳紀の炭酸塩岩を切る鉱脈中に数多く

あり、その殆どが銀を含むためかつて採掘が行われていた。この一帯のメコン川支流では広

域的な地化学探査により河川堆積物中の銅異常も確認されている。

3) 鉛-亜鉛

Xiangkhoang県のPhou San-Pa Hia地域では鉛･亜鉛の賦存がよく知られており、調査の結果
Pa Hia、Phou San地方の硫化物に富む地層中で銀を伴う方鉛鉱と閃亜鉛鉱が発見されている。

より重要と見られるのはVientian県Pha Luang、Van Viengの鉛-亜鉛鉱化で、比較的広い範

囲に方鉛鉱、閃亜鉛鉱が広がり、方鉛鉱は硫酸鉛鉱(Adglesite, PbSO4)と少量の磁硫鉄鉱と共
に産する。ベトナムとのPha Luang予察調査（1988-1989）では、方鉛鉱50-60%と硫酸鉛鉱17-
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（Lao PDR Department of Geology ）
図3.6.2 銅鉱徴地分布図

22%の鉱化が発見され、その北西部では鉛は重晶石、蛍石に伴われている。

鉛と亜鉛の賦存はラオス中央部でのSavannakhet県のSepon地域でも報告されている。また、
Mouang Phine地方のNam Mengでは方鉛鉱が閃亜鉛鉱および黄鉄鉱と共に産する。Champasak
県Ban Na LanとNa Khamにおいても鉛･亜鉛の鉱化が見られるが、精査されていない。

4) 錫とタングステン

ラオスでごく最近まで相当な規模で採掘されていた唯一の鉱物資源が錫であり、Nam
Pathene渓谷（Khammouane県Thakhekの北約60km）からのものであった。その採掘対象は主
に漂砂･残留鉱床で、殆どが表層部の採掘によるものである。錫の確認鉱量は約65,000トン

とされているが実際の鉱量は遙かに多いと見込まれている。これまでごく僅かな探査しか行

われていないが、低品位の大規模な錫鉱床の可能性が指摘されている。

錫鉱山は30年間国営鉱山会社により稼行され、錫精鉱は旧ソ連邦に輸出されていたが、現

在は合弁会社に移管され、精鉱はタイにも輸出されている。鉱山では、探査と鉱量獲得への

投資が不十分で、設備老朽化や選鉱技術不足もあり操業が困難になってきている。

Nap Pathene 錫鉱床

錫はラオス中央部のNam Patheneで30年にわたって沖積層や残渣から採掘されており、選

鉱技術の改良により大幅な収益の増加が可能となっている。今日までの採掘の殆どは表層鉱
床で実施されてきたが、大規模操業のポテンシャルもある。

その他の錫を含む花崗岩のポテンシャル

ベトナム国境沿いのAnnamite山地では一部の花崗岩を起源として風化浸食による錫石の漂
砂鉱床が形成されているが、経済的に見合う鉱床は未発見である。



ラオス国鉱業分野投資促進のための地質・鉱物資源情報整備計画調査 ファイナルレポート

3 - 13 3 章

Louang Namtha 錫-タングステン-アンチモン帯

錫-タングステン-アンチモン鉱化帯がラオスの北西部、Louang Namtha近傍（Shan-Thai大
陸地塊の東南の端）にある。この鉱化帯はタイのChaing Mai-Chiang Rai 錫-タングステン鉱

化帯から連続するもので、Sanjiang断層帯として北は中国へと延びている。

Louang Namthaには灰重石が産するが、その周囲のHouaphan県とXiangkhoang県にも層準規

制の錫石を伴うポテンシャル地域があり、灰重石も確認されている。

5) 白金族金属とクロム鉄鉱

超塩基性岩がThai Nan-Uttradit縫合線の北向きの延長に沿ってラオスまで続いており、こ

の地域は白金族金属の探査候補地となり得る。Oudomxai県で見られる破砕されたクロム鉱

石はこれらの超塩基性岩からもたらされたと考えられ、さらに、その地域は白金、クロム鉄
鉱および金の探査候補地となり得る。

砂白金の可能性についても、ラオス国境から遠くないタイ北東部でこの型の鉱床が発見さ

れているので注意を払う必要がある。実際、白金族の賦存ポテンシャルが指摘されているメ
コン川流域のChambasak県で白金族の報告がある。

6) 鉄鉱石

ラオスではベトナムの北西部に位置する地域で特筆すべき鉄鉱床を有する。特に
Xiangkhoang県Phalek地方の鉄鉱は、古くから知られている (Cheymol,1959-60)。鉄鉱石はラ

オスの最大の鉱物資源であり、鉱量は約10億トン、品位は鉄分60%以上である。

Phou Nhouan鉄鉱床は表層を褐鉄鉱で被覆された磁鉄鉱-赤鉄鉱からなる。磁鉄鉱-赤鉄鉱か
らなる鉄鉱石は最大64%の鉄含有率を有する。

Pha Lekの鉄鉱も以前から知られており、1960年に空中磁気探査が米国の会社により実施

され、1986年には予察的地表地質概査もベトナムによりなされたが、当地区の磁鉄鉱-赤鉄
鉱鉱床の鉱量と地質条件は未だに詳細には評価されていない。

7) ボーキサイト

南部ラオスのBoloben玄武岩台地ではボーキサイトの鉱量が20億トンと推測されている。

ラオスにおける水力発電･電気資源は豊富であることから、市場価値が認められればアルミ

精錬操業の機会があり得る。

3.6.2 非金属鉱物

1) 燐酸塩

燐酸塩はKhammouane県で報告されている。 燐灰土（灰状燐灰石）は、Khammouane県の
Ban Tha Pa Chonの西南西6kmに一部露出している。また、Savannakhet盆地の北と東を限る山

嶺中の中部石炭期の塊状石灰岩中にかなりポテンシャルのある燐酸塩鉱床が発見されている。

3.6.3 蒸発岩

1) 岩塩とカリ

岩塩はVientianeやSavannakhetの堆積盆でさまざまな規模で採掘されており、また大規模な

カリ資源の一つがVientiane堆積盆中に賦存しており、安価な電力が利用できるようになれば、
将来肥料工業の原料となり得ると見られる。

1974年にVientiane堆積盆のDone Tiouカリ探査の試錐報告が出され、1983～1987年にはラ

オスとベトナムが共同でVientiane平原のカリ鉱床を探鉱した。その結果、含カリ-マグネシ
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ウム岩塩（厚さ10～150m、主鉱物はカーナライト（KCl.MgCl2.6H2O）とカリ岩塩（sylvite,
KCl ））が、岩塩層と関係して大量に賦存しており、これらVientiane平原のカリ鉱床はラオ
スおよび周辺地域で最も大規模な既知鉱床と確認された。

2) 石膏

ラオスの石膏生産は1979年以来ベトナムの援助で伸び、採掘はラオス国営鉱山企業体が行

い、年産10万トン規模である。主な市場は今もベトナムで、ラオス石膏鉱業はベトナムのセ

メント工業の需要に依存している。

新たな石膏鉱床がKhamouane県東部のBantun Bung Houa Naでタイ石膏会社による探鉱試錐

で確認され、生産協定の締結から開発に向けて動き始めている。

3.6.4 工業用鉱物

1) 重晶石

Vientiane県のNalang地域では重晶石鉱床が開発されてきており、残存鉱量は24万トン以上

と推定されている(国連プロジェクト,1990)。この他、Muong XaiとLuang Phabanベルトも重
晶石の探鉱に好適な地域と見られている。重晶石産物はタイに輸出されている。

2）石灰石

セメント工業、建設骨材用および道路石材に利用できる石灰石の地元用資源は多くの県で
知られており、ドロマイトもラオス中央部のKhammouane県で入手可能である。

大理石はVientiane県、Nam Ngum Damの東南東20kmのPha Taoで中生代の地層中に知られ

ている他、数多くの分布地の可能性がある。

3）粘土、砂礫その他

粘土、砂礫は第四紀の表層堆積物に豊富にあり、地元用の資源としてはその需要がある場

所の近傍で見いだされ得る。光学用、鋳物用の珪砂も入手可能と思われる。

Houaphanのペグマタイト中に雲母と長石が賦存しており、ベトナムを通じての輸出に向け

て開発が検討されている。

粘土類に関しては、Champasakの流紋岩が変質を蒙ってパイロフィライト、カオリン、お

よび明礬石に変わっており、採掘対象となり得る。また、Ban Na Huong (Lak Xao地域)では2
つの不連続な粘土鉱体が探査で発見されている（Tran van Ban、1997）。

3.6.5 宝石

宝石用の原石は、ラオスではサファイアを中心にその賦存可能性が高く評価されてきてお

り、単価が高く、運搬も容易で、且つ比較的単純な装置で採掘可能なため探査、開発対象と
して砂金と共に長く小規模な採掘が続けられてきた。

1) サファイア

ラオス北西部のBan Houei Saiで、宝石および工業用品質のサファイア（漂砂･残留鉱床）
が賦存することが知られており、これまで採掘生産されてきた。1989年には国営鉱山会社が

37,925カラットを生産した記録がある。他に、Bolaven台地、Attapeu県でも新たなポテンシ

ャルが知られている。

2) 紫水晶

紫水晶はChampasak県において三畳紀流紋岩中の晶洞や裂カから採取された実績がある。
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3.6.6 化石燃料: 石炭、石油および天然ガス

1) 石炭

石炭はラオスで主に次の3地域に賦存することが知られているがおり、未だ多くの石炭の

鉱徴が精査されずに残されている。

南部（Saravan県、Sekong県）では鉱量は約40百万トンとされる。

中部（首都Vientianeの北西）では鉱量が約5百万トンと推測されている。

北端（Phongsaly県Hong Sa）でも賦存が知られる。

現在、Vientiane北西のBochanh鉱山からの石炭は主に国内消費に充てられ、基本的にはセ

メント工業に供されているが、需要が大きく伸びているため新鉱床開発が求められている。

褐炭の採掘は、タイの会社によりLauamg Namtha県Vieng Phoukha地域のMouang Ngeum鉱
山で小規模に生産され、タイに輸出されている。また、Hong Saでも探査が進行中である(推
定鉱量約428.36百万トン)。

2) 石油と天然ガス

ラオスの石油と天然ガスに関してはかつて多くの調査研究がなされ、その可能性見積もり

に対する予備的な評価がラオスとソビエトにより取り纏められた(1987-1989)。

石油探査鉱区に関してはEnterprise、 Hunt および Monumentの石油各社が鉱区をラオス中
央部と南部に有し、それらはXayabouli、 Vientiane、 Bolikhamsay、 Khammouane、
Savannakhet、 Saravane、 Sekong、 AttapeuおよびChampasak県の一部などに位置し、鉱区総

面積は85,650km2に及ぶ。
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図 3.6.3 鉱床・鉱徴地位置図

World Bank (2006)
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